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大阪医科薬科大学 教育研究内部質保証評価会議規程

（令和３年１１月１日施行）

（目 的）

第１条 この規程は、大阪医科薬科大学（以下、「本学」という。）学則第５０条に基づき、

教育研究内部質保証評価会議（以下、「会議」という。）を設置するために必要な事項を

定める。

  

（趣 旨）

第２条 会議は、学部間協議会の下に置き、本学の教育研究の内部質保証体制とその稼働

状況を検証する。

（業 務）

第３条 会議は、次の各号に掲げる事項を検証することを業務とする。

(1) 教授会、各種会議及び委員会等の開催状況と審議内容

(2) アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーと

カリキュラムの整合性

(3) アセスメントポリシーに基づく学修成果の把握（可視化等）の状況

(4) 国家試験の合格状況

(5) 学修環境の状況（視察を含む。）

(6) 各センター・委員会における自己点検・自己評価の状況

(7) 学生に対するアンケートの内容

(8) 外部評価機関からの指摘事項と改善策

(9) その他学長が必要と認める事項

（構 成）

第４条 会議は、次の各号に掲げる者をもって構成する。

(1)   各学部より選任される教員

(2)  他大学の教員

(3) 行政・職能団体・産業界等の関係者

(4) 患者の立場の者

(5) その他学長が必要と認める者

２ 会議に議長を置き、学長をもって充てる。

３ 議長が必要と認めるときは、会議に構成員以外の者を出席させ、意見を求めることが

できる。

４ 会議の評価結果は、学部間協議会が公表する。

（分科会等）
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第５条 学部固有の事項については、別に分科会等を置くことができる。

（所 管）

第６条 会議の事務は、ＩＲ室が行う。

（雑 則）

第７条 この規程に定めるもののほか、会議の運営に際し必要な事項は、別に定める。

（改 廃）

第８条 この規程の改廃は、学部間協議会の議を経て、学長が行う。

附 則

この規程は、令和３年１１月１日から施行する。


